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一人で悩まないで…

生活のこと  仕事のこと  家計のこと

困りごとで悩んでいませんか？
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と
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が
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社協はみなさまのあたたかい心に支えられています

お気軽に

　ご相談

　　ください！

生活困窮者自立促進支援
　　　　    モデル事業を実施します！こころの病や

病気になって
働けなくなった

生活費に
困っている

　経済的に困窮されている方の自立の促進を図るため、本人の状態に応

じた包括的かつ継続的な相談支援等を行うとともに、自立支援の体制を

構築するため、実施するものです。

　※平成27年４月の生活困窮者自立支援法の施行に向けたモデル事業です。

１．実　施　期　間　　平成26年10月１日～平成27年３月31日

２．支援対象者　　七尾市に住む、生活保護に至る前の段階にある生活に困窮している方。

３．相　談　窓　口　　七尾市社会福祉協議会　52－2099

４．開　設　時　間　　9：00 ～ 17：00　※土日祝日、年末年始を除く。

５．支援の内容　　自立相談支援

　　　　　　　　　広く相談を行い、個々人の状態にあった支援計画を作成したり、支援に必要な関係

　　　　　　　　　機関を紹介するなど、総合的な支援を行います。

目　的

事業の概要
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赤い羽根共同募金は、高齢者、障がい者、子どもたちなどへの地域の福祉活動を支援する募金です。
災害時には、「災害ボランティアセンター」の設置や運営など、被災地支援にも役立っています。

平成26年度共同募金運動が始まります。
運動期間：10月１日～ 12月31日

みなさんのあたたかいご協力をお願いします。

共同募金目標額　１６, ７００, ０００円
　〈内訳〉
　・一　般　募　金　額（目標額）　6,900,000円（70%募金した地域、30%県内、全国で使われます）

　・歳末たすけあい募金額（目標額）   9,800,000円（100%募金した地域で使われます）

一般募金と歳末たすけあい募金を合わせたものが共同募金です

平成26年度に集められた共同募金は
○一般募金：平成27年度に石川県共同募金会より

約30%は全県的な団体や全国の被災地、災害ボランティアセンター運営などに使われます。
約70%は七尾市共同募金委員会へ助成され審査委員会に諮り障がい児・者団体、児童健全育成、
地域福祉活動団体などへ助成されます。

○歳末募金：七尾市内	15地区に集められた募金100％は各15地区社協により地域に応じた地域福祉活動に使わ
れます。(各地域によって使途が異なりますのでご了承ください)

赤い羽根共同募金クイズ　
下記の２つの絵には、７つの間違いがあります。
答えがわかった方は、ハガキにてご応募ください。
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●応募方法
　①答え②氏名③住所④職業を記入の上、下記まで
　ご応募ください。

●宛先　〒926-8550
　　　　　七尾市本府中町ヲ部38
　　　　　七尾市共同募金委員会宛

●締切　11月28日（金）消印有効

※正解者の中から抽選で５名の方へ共同募金図書
　カードをお送りします。（共同募金関係者は無効）

災害義援金受付しています
○広島県大雨災害義援金
○京都府豪雨災害義援金
○丹波市豪雨災害義援金
○7.9南木曽町豪雨災害義援金
○平成26年徳島県台風
　　　　　11.12号災害義援金

　義援金は、石川県共同募金会
を通して被災地へ送金され、関
係機関で構成される配分委員会
でとりまとめ、被災者に配分さ
れます。皆様方のご支援ご協力
をお願いします。

窓口：七尾市共同募金委員会
　　　(七尾市社会福祉協議会内)



七尾市社会福祉協議会10周年記念式典について
　本会設立10周年を記念し、これからの社協の在り方、地域福祉の在り方を住民及び関係機関ととも
に考える式典を開催します。

◆日時　平成26年11月15日（土）14：00 ～ 16：15（予定）
◆会場　フォーラム七尾
◆内容　⑴運営功労者の表彰
　　　　⑵七尾市社協の使命と役割について発信
　　　　⑶記念講演
　　　　　		講師：大阪市立大学大学院　岩間　伸之　教授
　　　　　　　　　（大阪府豊中市社会福祉協議会スーパーバイザー）
　　　　		　内容：サイレント・プア（声なき貧困）から見る地域の実情を踏まえ、今後どのよ
　　　　		　　　　うな地域活動が必要になってくるのか、そして、社協がどのように関わり支
　　　　		　　　　援していくのかについてご講演いただきます。

　　　　　　　　　＜参考＞本年4月～ 6月にかけて、「サイレント・プア」と題して社協職員を主人公とした
　　　　　　　　　　　　　　　ドラマがNHKで放送されました。
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平成26年度  七尾市地域福祉推進員全体研修会
　９月12日（金）和倉温泉「のと楽」にて、中部学院大
学短期大学部　社会福祉学科　准教授　大井智香子先生
をお招きして、総勢約200名を対象に開催しました。
　第１部では、「ご近所福祉～懐かしくて新しい住民同
士のいい関係～」と題して、少子高齢化、核家族化によ
る家族・住民同士の関係が希薄化していく中、ご近所で
できる関係づくりを、「新しい取り組み」からではなく、

もともと地域に根付いているもの（お祭り、婚礼、葬儀など）を継続・継承、あるいは現在に合った
ものにアレンジして、これからの〝ちいきのつながりづくり〟について講演をいただきました。
　第２部では〝みんなで考える、地域でできる活動とは!?〟について「心身に不自由のある人を社会
的に排除するのではなく、当たり前に地域社会で生活できる社会こそがノーマルである」（ノーマラ
イゼーション）を説明いただいたうえで、参加者一人ひとりに「身の回りの福祉課題や気になること」
を、個々にアイデアを加えたらどのような福祉活動につながるかを考察してもらい、それを出し合う
ことで、一人で課題を抱え込まず、みんなでアイデアを持ち寄れば、よりよい地域社会に近づけられ
る糸口が発見できる、ということを学びました。



～～～～～～～～～～～～　　ちいき〝再発見〟～～～～～～～～～～～
　７月19日(土) ～ 21日(月)の３日間、崎山地区三室町において、町会が大学コンソーシアム石川、行政、
社協と連携し、地域福祉や防災の観点から、町会の持つ強みや課題を出し、普段から住み慣れた町を
見つめ直しました。
　町会長をはじめ、たくさんの町民が参加され、北陸学院大学	田中純一准教授、金沢大学	西村貴之特
任助教授の指導のもと、学生による地域への聞き取りや、防災と福祉を合わせたマップづくりを通して、

・災害等が起きたとき、避難できない人をどうするか？
・普段から顔を合わせたり声をかけたりすることって大事なんだ
・自分のまちを知っているようで、意外と知らないことがたくさんあった
・自分たちのまちだから、自分たちでどうするか考えていかないといけない
などの意見が聞けました。
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Ｒ
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④
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⑤
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地域福祉について講義

避難所からまちを観察

避難所に行ってみた

住民の声を聴く

グループワーク

車イス体験

高齢者疑似体験

海からまちを観察

まちの実態をマップに 住民・学生とで意見交換



■外出支援ボランティア情報    
　外出支援ボランティアは「いつまでも住み慣れた地域
で、自分らしくいきいき暮らせる地域」を目指し活動し
ています。
　地域には、様々な理由で「外出」することができない
方がいらっしゃいます。「一人では色々と不安」「誰か一
緒に行ってくれれば」という声に応えるため、食事・移
乗・歩行・車イス等の軽度介助の講習を修了したボラン
ティアが、パートナーとして付き添い、必要な介助をす
ることで、外出することをお手伝いします。
　現在は、主に軽度介助で外出可能な方の支援を行って
います。今後、活動が定着し、スキルアップを図ることで、
少しずつ重度介助が必要な方へのお手伝いも組み込んで
いければと考えています。ボランティアや依頼者の楽し
みになるような活動に育っていくことを期待しています。

■   募集   今年も行います！ 災害食講座
　～備蓄品はまずい!?  おいしい災害食の作り方～ 
◆日　時：平成26年11月１日㈯
　　　　　１部　10：00 ～ 12：00
　　　　　２部　13：30 ～ 15：30
　　　　　３部　17：00 ～ 19：00
◆講　師 ：石川県栄養士会　管理栄養士　橋本　良子氏

◆内　容：被災時ライフライン（ガス・水道・電気）が
　　　　　止まった際の、身近な道具を利用した非常食
　　　　　の調理方法を学びます。
◆場　所：七尾サンライフプラザ（２Ｆ・栄養実習室）
◆受講料：無料　　　◆募集定員：150名　＊要予約
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児童館へ
行こう！

 ♬ハンドベルを楽しもう！
１２月３日（水）みんなで一緒に
ド・レ・ミ♪

《七尾市中島児童館》
七尾市中島町上町ヲ-85 ☎66-0123

毎月の詳しい行事予定は七
尾市社会福祉協議会HPをご
覧ください。
ぜひ遊びに来てくださいね。

 北大呑祭
11月2日（日）今年はどんな楽し
いことが待ってるかな？

《七尾市北大呑児童館》
七尾市庵町ウ23-2 ☎59-1250

 小丸山っ子あつまれ～
11月16日（日）スタンプラリーや手
品・工作など楽しいことがいっぱい！

《七尾市御祓児童館》
七尾市一本杉町124 ☎53-1397

 育児講座
10月7日（火）～ストレス対処法
と子どもへの関わり方～

《七尾サンライフ児童センター》
七尾市本府中町ヲ部38 ☎53-5486

 今年も楽しくクリスマス会
12月18日（木）ゆかいなゲーム、
プレゼントお楽しみに！

《七尾市田鶴浜児童館》
七尾市田鶴浜町二部117 ☎68-3650

七尾市ボランティアセンター
　～広がれ、ボランティアの輪～　

外出支援ボランティア実習風景

ボランティアと依頼者との
打合せ風景



65歳以上の方の相談窓口です

まもり隊

ふせぎ隊 ささえ隊

つなげ隊
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七尾市地
域包括支援センター

 私たち！高齢者いきいき生活応援し隊

 まもり隊 を紹介します
今回は

　皆さんは権利擁護という言葉を聞いたことがありま
すか？聞きなれない言葉ではありますが、ここでいう
権利とは、自分のことは自分で決める（自己決定）人
生を主体的に生きる（自己実現）という権利を言います。
　認知症等により判断力が低下している方の場合はこ
の権利が無視され、侵害されることが多々あります。
　地域包括支援センターではそうした方々の自己決定
や自己実現の権利が守られるよう支援させていただい
ております。
　特に「高齢者虐待」は、多くの方の権利を奪ってい
ます。「高齢者虐待」の特徴の一つとしてあげられるの
は、虐待を受けている方だけではなく虐待をしてしまっ
ている側にも自覚がない場合が多くみられます。介護
のストレスや人間関係など様々な要因が絡み合って発
生するため、誰でも起こりうることなのです。
　しかし自覚や悪意がなくても起こってしまうのが「高
齢者虐待」です。包括支援センターも「相談窓口」とし
て機能することで、「高齢者虐待」を未然に防ぎ、発生
してしまった場合でも適切に対応を行えるように、行政
や七尾市にある様々な相談機関や事業所と協力し、住
民が「高齢者虐待」についての理解を深め、手を組み、
早期発見や対応の為の仕組みを作りたいと考えていま

す。そのためにも、多くの皆さんに「権利擁護」につい
て知ってもらえるようつとめてまいります。
　他にも消費者被害の防止や成年後見制度などの利用
についても支援し、高齢者の方の権利を守りたいと思
いますので、お気軽に地域包括支援センターまでご連
絡ください。

　地域医療・介護総合確保推進法が成立したことによ
り、在宅医療・介護の一体的なサービス提供体制の見
直しが行われます。その一環として、本年８月１日より、
石川県のモデル事業「在宅医療・介護連携推進事業」
を七尾市から委託を受けて実施しています。
　七尾市社会福祉協議会に、コーディネーターを設置
し、医師会や介護サービス事業者と連携しながら、在
宅支援体制の充実を図っていきます。

具体的な内容
　１　医療と福祉資源の把握と活用
　２　多施設連携の協議
　３　多職種連携のための研修
　４　24時間365日の提供体制の構築
　５　ケアマネジャー等への支援
　６　退院支援ルールの策定
　７　地域住民への普及啓発
　以上の内容を協議しながら、来年度以降の七尾市に
おける在宅医療を推進する基盤を強化していきます。
問合せ　地域包括支援センター内　☎５３－５７８９

「虐待」とは暴力をふるうこと
だけではありません。
身体的虐待…叩く、つねる、蹴るなどの暴力のほか、
薬を過剰に飲ませたりベッドに縛るなど
心理的虐待…怒鳴る、ののしる、侮辱する、訴えを
無視するなど
経済的虐待…生活に必要なお金を渡さない、年金
や預貯金を本人に黙って使い込むなどのほか、本人
に無断で不動産を処分するなど
介護放棄や放任…介護をしない、食事を与えないな
どのほか、虐待が起こっていることを知っていて放
置するなど
性的虐待…性的な行為の強要、裸で放置するなど

高齢者の権利を守りたい!!

在宅医療・介護支援
センターを設置しました

在宅医療と介護の連携を強化！
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主催：七尾市民健康福祉まつり市民委員会　　共催：七尾市、社会福祉法人七尾市社会福祉協議会
後援：七尾市教育委員会、七尾市PTA連合会、七尾市総合福祉施設協議会

しゃべりしながら食事して！
 販売・セルプコーナー
安な事は聞いてみよう！
 相談・展示コーナー
じ引き、踊り、お楽しみ色 ！々
 ステージコーナー
らべてみよう自分の健康！
 健康づくりコーナー

みんなきてね！
ぼくもいくよ！

和倉温泉
わくたまくん

くわしくは
ホームページを
みてね！

（ミナ.クル・パトリア）

10月１１日（土）

ミナ.クル会場 フォーラム七尾会場

◆保育園児による演技
　（小丸山・本宮・ななおあいじ）

◆伝統・伝承芸能
　（舞踏、民謡、太鼓、よさこい、など）

◆体操

◆合唱

◆バンド演奏

【講演】
　タニタヘルスリンク管理栄養士による

　「タニタの社員食堂健康セミナー」
　　13：00～15：00

【講演】
　石川県獣医師会　副会長　宮野浩一郎先生

　「ペットと過ごす心構え」
　　12：00～13：00

【映画上映】
　「逃げ遅れる人 （々東日本大震災と障害者）」
　　12：00～13：15（フィットネスルームにて）

に事もなか良くチャレンジ！
 福祉体験コーナー

午前９時30分～午後３時
会場：七尾駅前

第９回
七尾市制施行10周年記念

絵／山王小　鳥畑颯天
さん

http://www.city.nanao.lg.jp
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福祉総合相談
相談日：月曜～金曜日　　問合先：下記まで
時　間：９：00 ～ 17：00
場　所：七尾市社会福祉協議会相談室
申込先：七尾市社会福祉協議会企画管理課

  お問い合せ

社会福祉法人 七尾市社会福祉協議会  七尾市本府中町ヲ-38
  TEL ５２－２０９９（代表）    FAX ５３－４１００（共通）

ふれあい介護七尾市社協　　　 TEL ５３－１８８０
七尾市地域包括支援センター　 TEL ５３－５７８９
Ｅメール：nasyakyo@nanaosyakyo.jp　ホームページ：http://www.nanaosyakyo.jp

 編 集 後 記

　先日の豪雨による被害について、被災された方
に、お見舞いを申し上げると共に、一日でも早く
普段の生活に戻られることを願います。また、我々
もこれまでの教訓を活かせるよう普段のくらしの
中で、自分ができること、まわりができることを
再確認していきたいと思います。

弁護士による
無料法律相談（要予約）
開催日：10月21日㈫・11月18日㈫
　　　　・12月18日㈫
時　間：13：00 ～ 15：00
　　　　※一人につき30分の相談となります
場　所：七尾市社会福祉協議会相談室
申込先：七尾市社会福祉協議会企画管理課

《有料広告募集》

　ななお社協だよりは年４回（４
月・７月・10 月・１月）発行し
ています。全世帯に配付され、
また市内公民館等にも設置して
います。
　広告をご希望の方は、
☎ 52-2099 まで、
お問い合わせください。

第20回

みのり園まつり開催
日　時：10月19日（日）　９：30 ～ 14：00
　　　　（雨天開催）
会　場：多機能型事業所みのり園（国分町）
問合せ：多機能型事業所みのり園
　　　　（☎５３－７２６６）


